
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
         

 

 

    子どもを連れて発言する母親                             集会後、デモ行進に出発するところ 

 

 

 

 

 

 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

子どもたちを放射能汚染から守り、原発から自然エネルギーへの転換をめざす女性ネットワークみやぎ 
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河合弘之弁護士の講演と「日本と再生 光と風のギガワット作戦」上映 

ドキュメンタリー映画（河合弘之製作・監督） 

  

「子どもたちを放射能汚染から守り、原発から自然エネルギーへの 

転換をめざす女性ネットワークみやぎ(略称女性ネットみやぎ）」は、 

2012 年に結成され、５年経過しました。 

■原発事故による放射能汚染被害はいまだに・・・・ 

■子どもたちを守る、課題をあと送りしない 

■女川原発再稼動STOP、再生可能エネルギーへの転換を！ 

原発事故による放射能被ばくによる健康被害は、福島で甲状腺がんと疑いの子ども（当時５才～18 才）の検査で、さらに増えていま

す。 

検査で経過観察とされた後、別の医療機関でがんが見つかった患者については把握困難として報告されていません。宮城県丸森町でも

甲状腺がんが確定して手術された方もおり、北茨木市にも３人いました。 

福島原発事故によって放出された放射能汚染廃棄物は、この宮城県にも、の処分や管理については、いまだに方向が定まらず、住民の

思いはなかなか届きません。原発がなくても生活できることは、この６年余の経験で実感してきました。 

日本でも、さまざまな自然エネルギーの発電を進めることにより、原発ではないエネルギーを活用して地域も経済も再生できると確信した河

合弁護士たちが、世界 7 ヶ国を回り、自然江ネルギー活用の実情を見て聴いて取材したドキュメント映画「日本と再生」の上映です。「原

発のない社会は実現できる」「みなさんに知らせたい」と、熱く語る河合弁護士の講演にも期待が広がっています。チラシ・チケットの普及に

もご協力ください。 

12月2日午後、大河原駅前のコミュニティセンターオーガイベ

ントホールで、試験焼却に反対する県南総決起集会が開催さ

れ、大河原をはじめ県南各地から、また、県北栗原や大崎など

県内各地からも、会場あふれる 140 人が参加しました。 

村井知事は、「7月の市町村長会議で、8000㏃以下/㎏の

汚染廃棄物をいっせい焼却することで合意した」として、今秋以

降各地の一般ごみ焼却処分センターで試験焼却を実施する方

針で、10 月には対策室を新設して意気込んでいます。 

しかし、どこの焼却場でもまだ進んでいません。しかも、焼却す 

 

る意向を表明しているのは、大崎・黒川・石巻・仙南の４つの広

域行政組合で、過半数の自治体は試験焼却はせず、ほかの処

分方法を検討しています。（そのことにも問題はありますが・・・） 

 一斉焼却が明らかになってから、「焼却して新たな汚染を拡散

するな！」「子どもたちの健康を守れ！」と、仙南処分場の事務

組合管内各地でも運動が広がりました。集会では、子どもを連れ

て発言した母親や各地からの活動報告が続き、署名集めを急ぎ

強めよう、と意気軒昂でした。県南地域では久しぶりとなったデモ

行進で、「試験焼却反対」をコールし、市民にアピールしました。 

  

 

原発技術者が語る女川原発再稼動の問題

 

 
10 月 7 日  於・仙台市福祉プラザふれあいホール 

今回のシンポジウムは、2018 年度中には女川原発を再稼動さ

せる意向を示している東北電力に対し、原発の製作にあたった技術

者が問題点を示し、再稼動を STOP させる科学的裏付けを皆で

確認しよう、と企画されました。以下、主な点だけ、報告します。 

田中三彦さんは元国会事故調査委員会の委員、後藤政志さん

は元原子炉格納容器設計者(東芝)、コーディネーターは、原発問

題では宮城県のリーダーとして活躍しておられる篠原弘典さんです。 

田中さんは、「フクシマから何を学ぶか」をテーマに話され、新潟

の状況を話し、事故の究明が進まない限り、地元の理解も得られな

いし再稼動は難しい。女川にはそれが抜けている、と指摘しました。

国と電力は、国民・住民をだましてきたし、さらに今、世界で最も厳

しい規制委員会の審査を通っても、決して安全ではない、と。 

後藤さんは、水素爆発・水蒸気爆発・フィルターベントについて話

したあと、ミサイル落下について話し、真っ先に格納容器がやられて

炉心溶融になったら最悪だ。もう何ともできない、と。原発を稼働す

るなら、嫌な人には放射能を一粒も与えず、原発を選択しない人に

迷惑をかけてはダメだ。お二人とも、「再稼動は成立しない」と。 

今回の内容は報告集が出ますから、ぜひ読んで、広めてください。 

 

 

 

 
1 月 17 日(水)12～13 時 於・一番町フォーラス前 
 
女川原発再稼動STOP を求める県知事要請署名と 

県内の活動を知らせる宣伝行動です。お誘い合わせて 

ご参加ください。（防寒対策してきてください。） 
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★   
2018 年新共同署名運動の実行委員会にご参加ください。1月 14日(日)10 時～エルパーク仙台創作室で 

 

女川原発再稼動 STOP！放射能汚染ゴミ焼却反対！さらに強く大きな声をあげよう！ 
 
◆脱原発デモ・金曜デモなど 
＊旧古川地域：大崎 demo 金曜デモ・毎週金曜 17 時半 ・あさひ中央公園集合後デモ 
＊塩釜地域：塩釜きん発デモ・金曜 17 時半集合・下馬駅裏宮城民医連事業協前 17 時 45 分デモ出発 
＊岩沼市:「原発ゼロ戦争させない岩沼歩き隊」毎月第 3金曜日 14時岩沼駅東口広場で集会後デモ 
＊仙台長町地域：第3水曜0時半～原発も戦争も NO！たいはくアクション：仙台長町・蛸薬師境内集会後デモ 
＊仙台中央部：脱原発みやぎ金曜デモ（女川原発再稼働するな！子供を守れ！汚染はいらない！みやぎ金曜デモ） 

                                12月 8・15・22日 元鍛冶丁公園に18時集合1８時半出発 

◆12月8日(金)11時～「12・８ピースウォーク：平和を守る母親・女性たちの全国連鎖行動」 県内各地で赤紙配布など宣伝  

仙台市錦町公園で集会後ピースウォーク（仙都会館前まで）➜平和ビル前でリレートーク・街頭署名行動 

◆12月8日(金)18時～ 12・8ふたたび戦争をくり返させない集い アエル28F大研修室 資料代500円 主催・宮城革新懇 

「戦時体制下の東北大学―時流への抗いと迎合」柳原敏昭氏（東北大学大学院文学研究科教授） 

◆12月9日(土)13時45分～「チェルノブイリの今、福島の今」放射能に汚染された故郷は・・・・ 於・大崎市図書館ホール 

                           講師:守友裕一さん(福島大学大学院特任教授  主催：新日本婦人の会古川支部 

◆12月9日(土)14時～・15時45分～上映会「風が吹くとき」 主催・核戦争を防止する宮城医師・歯科医師の会 無料 

                会場・宮城県保険医協会研修ルーム どなたでも参加可 事前申込☎265-1667FAX 265-0576 

◆12月11日(月)10時~12時ヒバクシャ国際署名を広めよう！Peace Wabe2017 in Miyagi 於・元鍛冶丁公園 

ミニ集会➜アピール行進➜署名行動(平和ビル前) 主催・宮城県原爆被害者の会・ヒバクシャ国際署名連絡会宮城 

◆12月12日(火)10時半~12時「子どもたちに平和な未来を」渡辺祥子さんの朗読と稲垣達也さんのピアノ共演で心をいやすひとときを！

大崎生涯学習センター(パレットおおさき)プラネタリウム館（朗読の内容に沿って星空を投影します。                     

◆12月14日(木)10時半～／18時～ 〃 仙台市市民活動サポートせンター 主催・みやぎ生協 問い合わせ 生活文化部☎218-3880へ   

◆12月16日(土)13時半~「代替循環冷却装置」って何？規制委員会の適合性審査で女川原発の安全は保障されるでしょうか？ 

        講師・舘野 淳氏（元中央大学教授核燃料科学）於・石巻市水産総合振興センター 主催・女川原発の再稼働を許さない石巻地域の会 

◆12月16日(土)18時半~ みやぎ脱原発・風の会公開学習会「女川原発ハイロ（廃炉）へのイロハ」 資料代300円 

講師・石川徳春さん（仙台原子力問題研究グループ）於・仙台市市民活動サポートセンター6Ｆ   

◆12月16日(土)14時~16時石炭火力発電を考える市民学習会①「石炭火力と環境・健康１」 広瀬俊雄医師 於・塩釜マリンゲート３F 

１月20日(土)②「〃 2」 水戸部秀利医師 2月17日(土)長谷川公一東北大教授③「仙台港の石炭火力発電所をどう見るか」 

◆12月17日(日)9時半～15時半第57回宮城県母親大会in宮城野 於・宮城野高校 （福田町駅下車10分）参加費700円 

             午前は22の分科会で話し合い・学習など(これからのエネルギー＝第11分科会 助言者／長谷川公一さん) 

13時～全体会記念講演「戦後は続くよ どこまでも？」アーサービナードさん 主催・母親大会実行委員会 

◆12月23日(土)14時～16時 講演「女川原発再稼動をどう止めるかー正念場の2018年度のたたかい」多々良哲氏 

総会：原発ゼロをめざす塩釜地域連絡会 於・塩釜市公民館２階会議室 

◆1月13日(土) ドキュメンタリー映画上映「コスタリカの奇跡 積極的平和国家のつくり方」（上映時間90分4回）10時半・13時・15時半・18時 

               前売り1000円 当日1300円 学生500円 主催：「テロにも戦争にもNO!を」の会（連絡090-7936-3437須藤） 

◆1月14日(日) 10時~12時 女川原発再稼動反対全県署名実行委員会(仮)の発足会議 於・エルパーク創作アトリエ 

                      女川原発再稼動STOPのため、全県の力を結集してとりくみを強めましょう！➜新しい署名運動の提案 

◆1月15日(火)25日(木) 12時~13時「女の平和」ピースアクション 街頭宣伝署名行動 

◆1月17日(水)10時～ 東日本大震災名取市閖上訴訟(市の防災無線の故障が被害を広げた、と提訴)の最終弁論 仙台地方裁判所101法廷 

◆1月17日(水)12時～13時 女性ネット街頭宣伝署名行動 「女川原発の再稼働STOP！」 
◆2月4日(日)～17日(土) 映画上映「米軍が最も恐れた男 その名は、カメジロー」 櫻井薬局セントラルホール 主催・みやぎ平和基金 

◆2月10日(土)10時~13時~「日本と再生 光と風のギガワット」上映2回 於・栗原市市民活動支援センター 資料代として500円 

                       放射能から子どもたちを守る栗原ネットワーク の2月学習交流会として企画されました。 

◆2月11日(日)14時～２・11信教・思想・報道の自由を守る宮城県民集会 講演:青井末帆さん（憲法学者・学習院大学法科大学院教授） 

                             講演後デモ行進  主催・靖国神社国家管理反対宮城県連絡会議 

 

 2018 年は女川原発再稼動 STOP の正念場 東北電力は、2018 年度後半の再稼働をめ

ざして準備を進めていますが、新聞社の調査では、「県民の６割以上が再稼動に反対」と意思表

示しています。いったん事故が起きたら、県民の暮らしを壊し、故郷を奪いとり、計り知れない被害を

与える原発の再稼働については、住民の意向を聞くことから始めるべきです。 

 再稼働しないで！と願うみんなの力で 「女川再稼動はSTOPしたい」と思うみんなの力をあわせ

て、県内各地での運動をさらに大きく広げましょう。金曜デモやアピール行動、署名など、それぞれが

できることに取り組み、危険な原発を稼働させないため、頑張りましょう！！ 

御参加よろしくお願いします 

女川原発再稼働反対全県署名実行委員会（仮）」を発足する方向になりました 

その会議として、年明け 2018.1.14 エルパーク創作アトリエです 

みなさまの御参加よろしくお願いします 
 

 


